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このボックスは投稿時には削除してください
本テンプレートは日本語版のCase Report・Clinical Note用です．
その他のテンプレートは下記からダウンロードしてください．
https://nourehaken.jp/journal/
青文字で記載されている内容は，説明または例ですので，投稿時には全て削除または黒字で表現してください．

[bookmark: _Hlk141726419][bookmark: _Hlk141726346]Abstract in Japanese
本欄は，本文が英語の論文では不要ですので削除してください．本文が日本語の原稿でも最終版のAbstractは英語となりますが，投稿時には日本語でも構いません（もちろん最初から英語で執筆されたうえでご投稿いただいても構いません）．

Abstract in English
英語の要旨をここに記述します．要旨には“Introduction”などの見出しは記載せず，改行も挿入しないでください．著者にnative English speakerが含まれない場合は，英文校正の証明書をご提出ください．本文が日本語の論文では，英語版の作成はEditorに指示されてからでも構いませんので，その際には「Editorからの指示後に英語化する」と記載してください．


[bookmark: _Hlk18000391]Keywords: cerebrovascular disease, spinal cord injury, mental practice, sample, test（英語のみ5個以内，半角カンマ+半角スペース区切り）





Main Text (Introduction - Conflicts of Interest)
1 Introduction
[bookmark: _Hlk523520546]Caption（節・項の見出し）は英語のみとします．原則として1. Introduction，2. Case presentation，3. Investigations，4. Treatment, 5. Outcome and follow up, 6. Discussion，7. Conclusion，8. Ethics Approval，9. Conflicts of Interestで構成されます．必要に応じて改変しても構いませんが，Introduction（最初）とConclusion，Conflicts of Interest（最後）は本フォーマットのままご利用ください．必要に応じてAcknowledgementsやEthics Approval（最後から2番目）の節を作成してください．

1.1 Caption
Caption（節・項の見出し）を階層化する際は，原則として「1.1.」「1.2.」，「1.1.1」「1.1.2」「1.1.3」…のようにしてください．見出しは太字とし，各見出し内の最終段落の後ろには1行挿入してください（各見出しの前に1行空ける）．

1.2 Section
Sectionの例

1.2.1 Subsection
Subsectionの例

1.3 Maximum amount of words
文字数，図表数，引用文献数については下記の制限に従ってください．
1) Case Report	本文  9,000文字，図表合計6個，引用文献30編．
2) Clinical Note	本文  6,000文字，図表合計4個，引用文献20編．

1.4 Basic format in Main text
本文の全角文字（日本語）のフォントはMS明朝などの明朝体，半角英数文字はTimes New Romanとし，サイズは10.5ポイントとしてください．数字や単位の書き方は国際単位系に従ってください．詳細はSubmission Guidelineをご参照ください．

1.5 Basic format in Figures and Tables
図中，図の説明，および表の文字はArialやHelveticaで記述してください．フォントサイズは図表の大きさに合わせて適切なサイズで記述してください．

1.6 Basic format in References
Referenceに記載されている文献は必ず本文中で引用されている必要があります．文献を引用する場合は，引用箇所で角括弧内に文献番号を数字で記載してください．例: 「Shimoda ら[1]によると…」，「～という説もある[2,3]．」，「～と示されている[1,2,4-8]．」など．

2 Case presentation
2.1 Age, sex, handedness (if relevant), and disease
年齢，性別などのプロフィール，障害や診断名などを記述してください．「handedness（利き手）」は記述の必要がなければ表題から削除してください（青文字）

2.2 Past medical history
既往歴を記述してください．無い場合はその旨を記述してください．

2.3 History of present illness
現病歴を記述してください．

2.4 Social history (If relevant)
社会歴や生活歴を記述してください．無ければ見出しごと削除してください．

2.5 Family history (If relevant)
家族歴を記述してください．無ければ見出しごと削除してください．

3 Investigations (If relevant)
介入内容を記述してください．無ければ見出しごと削除してください．

4 Treatment (If relevant)
治療内容を記述してください．無ければ見出しごと削除してください．

5 Outcome and follow up
介入結果や経過などを記述してください．

6 Discussion
全体を通した考察事項を記述してください．

7 Conclusion
原稿の最後（謝辞，倫理，COIの前）に「まとめ」を記述してください．
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必要であれば謝辞に関する記述を記載してください（科研費のような公的な研究費についてはCOIではなくAcknowledgementに記載してください）．無ければ，見出しごと削除してください．
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[bookmark: _Hlk19211828][bookmark: _Hlk533683271]Figure(s) and Figure Legend(s)
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[bookmark: _Hlk141887044][bookmark: _Hlk533682649][bookmark: _Hlk523524118]Figure 1: 図のタイトル

タイトルの下に左詰めで図の説明を記述してください．1ページに1つの図と図の説明を記載してください．JRNでは印刷時に2段組みとなりますが，本例は1段分に画像を掲載する場合の例を示しています．2段分の画像では余白も含めて横幅を15 cmとしてください．複数のグラフや写真を表示する場合，原則として左肩に小文字でa，bと表示し，説明文にて「（a）横断面のMR画像．矢印部位に梗塞がみられた．（b）矢状面のMR画像．広範囲の出血がみられた（点線）．」のようにそれぞれに言及してください．図中の全角文字，および図の説明文はゴシック体，半角英数文字はArialやHelveticaで記述してください．原則として，説明文中で改行しないでください．
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[bookmark: _Hlk533682840][bookmark: _Hlk523524130]Figure 2: 図のタイトル

[bookmark: _Hlk19212006]1段分の幅で画像を掲載する場合の例です．1段分の画像では余白も含めて横幅を7.5 cmとしてください．図中に略語が出てくる場合は，必ず図の説明文でフルスペルを記載してください（本文中に書いてあっても）．特段の必要が無ければ，写真を含めて色をつけず，グレースケールで表示してください．図は1個であっても，「Figure 1」のように番号を振ってください．



[bookmark: _Hlk141728934]Table(s)

	[bookmark: _Hlk533683084]Table 1: 表のタイトル（左詰めで「Table 1:」のみ太字）

	解説1

	　
	画像ではなく文字を編集可能な表をWordファイルで作成して提出してください．

	　
	(推奨)
	Microsoft Excelで作成後に貼り付けても良いです．

	　
	表の基本

	　
	　
	1)
	タイトルは上部に記載してください．

	　
	　
	2)
	原則として長い文章説明は不要ですが必要であれば下部に記載してください．

	　
	フォント

	　
	　
	1)
	全角文字はゴシック体

	　
	　
	2)
	半角英数文字はArialやHelvetica

	　
	　
	3)
	文字サイズ（7pt程度）として，論文で掲載したい形にして作成してください．
※A4縦書きの横幅に収まるよう調整してください．

	解説2

	　
	罫線（特に縦線）は可能な限り省略してください．

	　
	罫線の太さは一定とし，太さの違う罫線を混在させないでください．

	
	記載される数値が小数点以下の桁を含む場合，小数点の表示位置や桁数，有効数字などを揃えてください．

	
	表は1個であっても，「Table 1」のように番号を振ってください．

	
	表が2個以上ある場合は，1頁に1 Tableとして作成してください．

	ここが表の説明文を記載する場所です．表中の略語のフルスペルや「*: p< 0.05」などの説明を（本文中に書いてあったとしても）ここに記載してください．





[bookmark: _Hlk141729054]

	[bookmark: _Hlk141729011]Table 2: 表の例

	出血型
	I (n=20)
	II (n=13)
	III (n=23)
	IV (n=22)
	V (n=8)

	年齢 (歳)†
	60.0±13.2
	58.7±13.9
	55.8±13.5
	54.5±12.7
	64.9±14.0

	性別 (男/女)
	10/10
	9/4
	13/10
	10/12
	4/4

	発症後日数 (日)†
	30.0±12.0
	29.8±12.1
	26.5±13.2
	29.9±11.2
	32.7±12.5

	出血量 (mL)†
	10.4±8.6
	20.9±15.4
	30.5±15.0
	50.4±19.2
	80.0±14.2*

	病変側 (右/左)
	7/13
	6/7
	9/14
	13/9
	5/3

	*タイプVの出血量はタイプI-IVより有意に多かった (p < 0.05)．†Mean ± standard deviation







[bookmark: _Hlk34139512][bookmark: _Hlk34208688][bookmark: _Hlk141729131]Copyright
下記青字部分を筆頭著者名（英語で名前・苗字の順，苗字はすべて大文字）, 職種, 職位に書き換えてください．青文字以外の部分は書き換えないでください（書き換えても最終稿に反映されません）．
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